平成２７年度

第２回 魚津市スポーツ推進審議会　議事録
日時：平成2７年11月24日（火）

午後７時から午後8時
場所：魚津市役所第一分庁舎2階　会議室

　出席委員：９名（石川、広瀬、宮川、宮﨑、荒木、石澤、清河、大澤、下村）

欠席　　：１名（木下）
　事務局出席：畠山教育長、宮崎課長、小林、加藤、谷島

次　　第

　挨拶　畠山教育長
　協議事項

１．諮問について
　事務局から、諮問文書を読み上げ、諮問について報告
２．他市のプール視察について
　　視察について、行うべきかについて意見を伺う。

　　委員）　市がどのような方針（プールの規模、25m又は50mプール）で思っているかによって、視察先のプールも変わるのでは。

　委員）　視察したほうがいいと考えている。実際に見ておかないと判断できないこともある。新しいプールも見ていく必要があるのかなと思う。
　　事務局から25ｍプールか50ｍプールかについて説明する。

　　・　市では25mプールを基本に考えているが、一部では50mプールの意見も聞いている。

・　建設費、維持費の面、完成後の活用として富山市と高岡市に立派な50mプールがある現状からして、誘致できる大会も限られてくることから考えると25mプールが基本と考えている。
・　50mという意見が高まれば50mの計画も検討する。

・　水泳協会からの要望では25mプールを基本に一部のレーンを50mにすることも視野に入れてとある。

・　25mか50mかは今最終的な意見を決める必要はない。委員から視察の必要があるという意見があれば50mプールを視察することになる。
　視察をする方針で進めることとし、日程については、幅を持たせた複数日程を提案して委員の都合を伺うこととする。
　視察場所については、呉西の比較的新しいプールを２箇所考えている旨を伝える。
３．新たなプールの建設場所について
　事務局より、土地を新たに購入する必要がなく、現在市が所有する敷地である、現温水プールの敷地面積等、浄化センター敷地の面積、敷地の形状、それぞれの敷地のメリット、デメリット等について説明する。
　諏訪町の魚津製綱所跡地があるが、プール建屋のスペースはあるが駐車場の敷地が足りない。周辺の道路も狭いことから新プールの建設敷地としては厳しいことを口頭で説明する。
　今後審議会で建設敷地を建議する検討材料として、建設場所について各委員からの意見を順番に伺う。

　
　　委員）利便性を考えるとありそドーム横がいい。体協では浄化センター敷地で要望をしている。

委員）浄化センターが長い目で見てもベストと考える。
委員）諮問理由にあるように、プールへのニーズとして、競技用だけでなく健康増進の利用方法、レジャー的な利用方法、高齢者の憩いの場としての利用を考慮すると、50mプールか25mプールのどちらかとなると25mプールを基本と考えられる。歩くコースも検討する必要があると考えられる。場所としては、統廃合後の学校の敷地の活用も検討しても良いのでは。鉄道に乗って利用に来る利用者のために駅に近いほうが良いか、車で来る人のために郊外の駐車場用地が多いほうが良いか。市街地活性として大町、村木小校舎の跡地や、高齢者の憩いの場として景色のよい上野方小跡地も価値があるのでは。
　　　（学校跡地についてはまだ正式決定ではないが、閉校後の校舎、グラウンドは各地域の中で利用を検討しているので、プ－ルとしての利用は今のところ検討できないことを伝える。）
　　委員）浄化センター敷地では、建物としては夢のある物ができないのでは。総合体育館跡にプールらしい建物を建築し、吉田グラウンド、弓道場と併せて運動の拠点にできたらよいのでは。吉田グラウンドを含めて更地にして住宅地にするのは寂しい気がする。
委員）市内の運動施設は点在している。ありそドームと近い浄化センター敷地も考えられるが、浄化センター敷地がどんなものか頭に描けないので、どちらがよいか疑問が生じる。

委員）浄化センターで利用していた大規模イベント時の駐車場の代替場所が用意できるのか。新しい黒部市役所のように、上手に空間が利用できる敷地が良い。浄化センター敷地では良いイメージが湧かない。
　　委員）大プールと小プールが並んだ建物で、浄化センターの敷地でうまく建築できるのか。

４．その他
今後の日程について説明する。
· 　2月末又は3月に毎年定例の審議会を開催する。今年度事業の報告と、新年度事業、予算について説明するほか、プール視察の報告と、中間的なまとめを検討している。
· 　来年度にプールを使用する関係団体の水泳協会などからの意見を聞く場を設ける予定である。
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